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義 (京都 )のサテライ トとして名古屋で開かれた くくInternationa1Symposium onMagne-
toelasticltylnTransitionMetalsand Alloys" (1982年 9月 15-16日)に参加し
た勝木は,そのシンポジウムに出席 した Grenobleの R.Pauthenetに Weissの伝記もしく
はそれに類するものがフランスで出版されているかと尋ねてみた｡ Pauthenetの答えは ｢自
分の知るかぎりでは,そのようなものは刊行されていない｣というものであった｡同じ間をや













および F.Perrinが くくDictionaryofScientificBiography‥に書いた英文のもの 一421)で
あった｡
さて,Weissの論文に関していえば,有名な分子場 (と "磁区〝 )の論文422)は小川和成に
ょる邦訳 423)があって比較的容易に入手して読むことができるが,それ以外のものは必ずしも
入手して読みやすいというわけではなく,また,この分子場 (と "磁区〝 )の論文だけでは,
Weissのこれの前後につながる思考の発展を見わたすには充分でない｡ 1911年9月にKar-
1sruheで開かれた ドイツ自然科学者 ･医師大会 424)でWeissは ｢分子の磁気モーメントの有
理関係と磁子｣という報告425)をおこなっているが,ここには1907年から11年にかけての
Weissの主要な理論的な仕事,すなわち,分子場 (と "磁区〝)(1907),磁気比熱 (1908),
Weiss磁子 (1911)が要領よくまとめられているし,また報告のあとでおこなわれた Abra-
ham,GansおよびWeissの磁子をめぐる討論も,Bohrの原子模型の提唱 (1913年 )以前




われわれは,斎藤が Weissの Karlsruheにおける報告 (独文 )を,永井がWeissに関す







pierreErnestWeiss427)は,1865年3月25日, フランス AIsace(アルザス )地方
のMulhouse(ミュルーズ)の小ブルジョアの家に生まれた｡ Weissの誕生の先立つこと,
長岡半太郎 (1965年六月二十八日(旧暦 :新暦では8月 15日)坐 )に約 5ケ月, 本多光太郎
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勝木 握,永井寛之,斎藤方成
ノ(1870年二月二十三日(旧暦 :新暦では3月中 ･下旬か654))生 )に約5年であった｡
Weissの生まれた時代,フランスの支配者は,1848年に成立した第2共和制を1851年12
月のクーデターで纂奪して第 2帝制をしいたルイ ･ボナパル ト,ナポレオン3世であって,か
れは勢力の拡張をねらい,クリミヤ戦争 (対ロシア,1854-56), イタリア戦争 (対オース
トリア,1859),北京占領 (1860),メキシコ遠征 (1861-67), 仏安戦争 (越南からの交
祉シナ3州の奪取,1862)等, 戦争と干渉 ･侵略にあけくれていた｡隣国 ドイツでも, ドイ
ツ統一の機運は高まり,1848年フランクフル トでドイツ国民議会が開かれて ｢ドイツ国憲法｣
を制定したが,その路線は挫折し,1861年プロシア王となったウイル-ルム1世とその宰相ビ
スマルクの軍国主義路線によるドイツ統一が進められた｡ 1866年普喚戦争 (プロシア ･オー
ス トリア戦争)に勝利したプロシアは,オース トリアをドイツ問題から締め出して, 1867年
北 ドイツ連邦を組織した｡フランスとドイツの軍国主義が衝突して, 1870年普仏戦争 (フラ
ンス ･プロシア戦争 )が始まる｡ (パリ･コンミュンはこの戦争のさなかに生まれた｡)翌年,




























































(磁硫鉄鉱,組成 Fel-xS,x-0-0.2,六方晶形 446) )の面内磁化の研究① ◎ をおこな
っていた｡447) W｡issは実験装置の工夫 ･改良にもすぐれた才能をもっていたようで, 1895
年の検流計にっいての報告(∋(∋以来,検流計のふれを読むのに回折縞を使うこと㊥ や, 計
算のための新しい cercle(-circle,円,ダイヤル 二何か新しい計算機械 でも工夫 したのだ






か? 1904年には結晶の磁化のさいの仕事を論じ㊤ ⑭ ,また, 新しい周波数計について報
告している㊥｡1905年 (Weiss40才 )になると (この年はLangevinが ｢磁性と電子論｣
の論文 426)を発表した年でもある),ピロタイ トについての Ztirichにおける研究成果が大量
に集中的に発表される｡磁気面内でのピロタイ トの性質㊥ ,ピロタイ トの simpleelement
(?,単結晶 ?)の磁性㊤ ,そして,Weissにとっておそらくお気に入りの題名だったと思
われる(題名をみてそのように想像される)｢ピロタイ トー 磁気面内で強磁性的,その面に
垂直には常磁性的｣との報告㊤ ,ピロタイ トの磁化履歴現象㊤ ,Kunzとの共著によるピロ
タイ トの,および多結晶ピロタイ トの磁化の温度変化毎), そして,これらの研究を集大成し







論文㊥ で,Weissはまずマグネタイ トについて簡単にのべる｡ マグネタイ トの説明に費さ
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本多の磁気理論とわが国におけるWeiss理論の受容の過程Ⅶ
れたスペースは23行 (1/5頁 ),これにひきかえ,ピロタイ トについては約200行と図を3つ,
まるまる2頁を費している｡ マグネタイ トとピロタイ トのWeissにとっての重要性がそれぞれ
どの程度の比重であったのか,この論文におけるスペースのわりあて方がよく示しているとい
えよう｡ピロタイ トこそは,Weissの磁性理論にとって,典型物質の役割を果すものであった｡































































































1907年 (Weiss42才 )は,有名な分子場の理論㊤ が発表された牢であるが,Weissは磁
性体の研究だけではなく, Cottonらと共同で亜鉛の青線のZeeman効果の研究㊤ ㊥ や,有
機液体の複屈折 (磁気複屈折か ?)の研究㊤ もおこなっている｡ 強力な電磁石にっいての論




分子場の理論㊥ については,われわれはのちに, Curie-Langevin-Weissの仕事 426)を一
連の流れとしてそれぞれに詳述する中で詳述するが,ここではさしあたって,Weissがピロタ
イ ト結晶の研究から得たひとつの結論 一 磁気面内の磁化困難方向には結晶の構造によって決






























に鉄,ニッケル,マグネタイ トの比熱の測定をさせた｡(Weissは, ｢Beckに -比熱の新し
い測定をおこなうようお願いした (ersucht)｣ 467)という表現をしている｡) 鉄に対して,














1909年には,磁気状態はちがった相か ?㊤ という論文を書いている｡ Weissもまたβ鉄
論争にかかわったのである｡468)そして,β鉄論争においてWeissと本多とは同じ陣営に属し
ていた｡469) この年,Weissはまた,合金と金属の強磁性についても論じている㊤ ｡
論文 リス トの1910年(Weiss45才)の欄をみてすぐ気付くことは, この年,Weissが3
編の論文をKamerlinghOnnesとの共著で発表していることである｡それらは,非常な低温










































のであった｡ (論文の表題にCurie点 - PointdeCurie- という語が用いられたのは,
おそらく論文㊥ が最初のものであったO) 一見 磁性の間榎とは無縁にみえるW.Ritzのバ
ンド･スペクトルについての考え㊥ も,Weissにとっては必ずしも磁性と無縁のものではな

















き,強磁性金属に対しては状態を次の3つに区別するのがよい :1. 自発強磁性 絶対零度か
らCurie点まで, 2.外湯によって生じた強磁性,あるいは簡単に条件付強磁性 (強磁性体の































仕事 (論文 ㊨ に相当するものか ?)によっておぎなわれたとして, Weissはその仕事を紹介






























weissと Fo'6Ⅹは強磁性体のCurie点以上での磁化を研究する ㊥ ｡497)磁化率の逆数を温
度に対してプロットすることによってCurie定数を得,それから分子磁石の磁気モーメントを



















ら順に,ほぼ, 1,1.25, 1.5,2, 2.5という値がえられた｡このことからWeissは, ある
温度でマグネタイ ト分子の磁気モーメントが変化するが,その変化量は,分子の磁気モーメン
トの最小値 (相対値 1)の 1/4の1倍 (0.25)または2倍 (0.5)であると結論し, ここにも
磁子説-の実験的支持を見出したのであった｡
さらにWeissは,常磁性気体で成立つ Langevin理論は常磁性溶液にも適用可能であり,モ



















































































次元解析で結びつけると,比電荷と作用量子の積として 〟- eh/,nc511) がえられるが,それ





エネルギーがPlanckの法則によって hyの整数倍でなければならないとし, I)と 以/27C に

















いえ, Einsteinや Gansの得た 2/上BとBohr磁子 pBとの間には深い谷があってそれらを距
てていた｡それを越えるためには,エネルギーの量子化から角運動量の量子化-の飛躍が必要





















1912年には,水 と酸素の磁化㊤ ,合金の磁性 ㊤ ,強磁性合金の磁性 ㊤ が論ぜられ′ 最
近の磁気研究にてらしてみた原子と分子 ㊨ が論ぜ られる｡ Ritzに関係する論文 ㊥ はおそら
く㊤ と同内容のものであろう｡1913年には,結晶の常磁性の理論 ㊥ ,結晶の磁化と分子場
㊨ ,分子場と距離の6乗に反比例する作用の法則 ⑲ ,物質の構成に関する新 しい考えとして







1914年には分子場の本性 ⑲ ,磁子 ㊦ , Maurain(おそらく人名)518)の磁化作用⑮ の3
編, 1915年には温度の関数としての初期磁rヒの研究⑲ と2つのオランダ語論文,Ni塩の溶
液中のNiの磁化率と磁子数 ㊤ および溶液中の鉄塩の磁気化学的研究⑲ の計3編, 1916年
には前年の㊤ と同一表瞳の㊨ 519)だけであるo
Weissはこの3年間,なぜ急に,かくも寡作になってしまったのだろうか ? 50才になっ









1917年には磁気熱量現象 ㊤ ,液体の強磁性と(状態)方程式 ㊤ ,強磁性体の熱量計測㊥ ,
磁子と常磁性塩溶液㊤ ,新しい物理と磁子㊤ が,1918年には新しい磁気熱量現象 ㊥ ,強磁














(ルイ ･アラゴン ｢ス トラスブール大学の歌｣より)552)
per,ie,419)とFoex420)の述べるところをまとめてみると,1919年フランス政府はWeiss
にStrasbourg大学物理学研究所 (物理学教室か ? 1'ⅠnstitutdePhysiquedel'Unive-
rsite/deStrasbourg )の管理を委託し,Weissは教授かつ所長とて故郷の大学にもどる｡
54才のときであった｡ Strasbourgは Weissの生地 Mulhouseの属するAIsace地方の中
心都市であり,1871年以来38年間 ドイツ支配下にあったのちに,再びフランス領となったの
である｡523)
Weissの Strasbourg-の帰還は1918年から準備されていたらしい｡ Foexは Stras-


































1924年には,Forrerと共著でNiの磁気的等温線 ㊤ ,磁気熱量現象とNiの比熱⑲ ,磁
気熱量現象,見かけの磁化と真の磁化㊥ ,Niの自発磁化,等磁化線 ◎ を,Colletと共著で
温度に依らない常磁性㊧ を発表したほか,原子モーメント㊧ ,強磁性の問題の新局面㊤ を
























会議で,Weissは,強磁性体の状態方程式 ㊧ ,強磁性体の体積の異常∈う,回転一磁気現象 ㊤
について論じている｡Weissの分子場を量子力学的に基礎づけたHeisenbergの強磁性理論は


















1939年はまた,第2次世界大戦の始まった年でもあった (9月 )0Weissは, 戦火を避け
てStrasbourgから避難してLyonsにひきこもり,国際会議の論文の編集にたずさわった｡





































ル,硝酸コバル トの各水溶液,および固休の硫酸マンガン,硫酸コバル ト,硫酸ニッケル (loo
-60℃ )の研究があった｡532) また,強磁性体に関しては, Hopkinsonの鉄およびニッケ





























































すでに確かめていた｡542) curieはこの見地から, Wiedemannや Plessner の実験データ
ーの見直しをおこない,また自身も硫酸第一鉄水溶液の磁性の測定を,Wiedemannや Ple-































































































































































































比7n/e と速度 Vを求め, 孤/eが放電管内の残留気体の性質にも電極に用いた金属の種類に
もよらず一定で水素イオンのそれの 1,000分の1程度であることを見出し, 7n/eが小さいの
は7nが小さいかeが大きいかのどちらかであるが,大気圧の空気中での陰極線粒子の平均自由











































称性が回転する円柱のそれにひとしいことを, Langevinは Curieの論文 579)を引用しなが
らコメントしている),それが点0に粒子の進行方向におかれた長さ ∂S,電流の強さ乙,た































ついでLangevinは分子の全体運動 一 並進あるいは回転 - を考察するが,そのとき,
｢分子は電気的に中性であるから,分子の構成は少くとも正負 2種の電子を含んでいる｡電荷
の質量に対する比 e/,n は両種の電子についてそれぞれ異なるであろう｣587)とコメントして








体積要素内での分子の一様分布より分子全体にわたる和について,∑ a-∑b-∑ C-∑ ab
-∑bc-∑ ea-0が成立つ｡ ある電子とそれが属する分子の重心との距離pの各成分 E-
3- a,7-y-A,I- zICの分子内電子すべてにわたる和についても,∑E-∑7- ∑
I-∑Eq-∑ 符(-∑ ee- Oの関係がある｡588)さらにLangevinは










































とし,その平均 2乗半径をγ1とすれば, γ2-γ12/3であり,593) これから負の電子による反
磁性磁化率は, p(a/7n)2r12/12 となる｡ 水の場合を考えると,その反磁性定数は, 0.8
×10~6であり,負の電子は分子の一部を構成するだけであるからその密度 /‖ま1より小さく
負の電子の質量の水素原子の質量に対する比 1/2000よりは多分大きい｡他方, e/7L- 1.8

























































さて, LangevinによるCurie則の熱力学的導出は,次のとお りであったO -定の大きさ






















































































































Tに比例する熱運動の活力でわったものの関数となり, a - pH/rTとして, I/Io-coth
α-1/αの関係があることをLangevinが見出したことを,まずWeissは述べる｡ 上式中の
rTは分子の各自由度に対応する活力の2倍であると,Weissは Langevin にならって,こ
とわっているD (ただし, Langevinは ｢運動エネルギー｣という言葉を用いているが,We-
- 1 37-
勝木 握,永井寛之,斎藤方成
issはその代 りに ｢活力｣という言葉を用いている｡619) LangevinにふれたあとでWeissは













と述べている｡621) そして,外場がないときでも, a - 〟H/rTのHをNIでおきかえるこ










Oを e -pNIo/3rと得た｡これを用いて 1-arT/pN の式を(T/0)-(3/a)(I/I.)
と書きなおし,磁化の強さの温度変化の法則は (I/Zo)を (T/0)に対してプロットするとす























(Hcosα- NIZcos9')/cosp -(Esina- N2ZsinP)/sin9,
とな り,これから
C-V(N2-Nl)Z2sinPcosP
がえられるが,これは p-450のとき最大値 C-V(N21 N⊥)Z2/2を得る｡つまりCは12
に比例する｡ ∫2の相対値を知るためには,電磁石を回転させてふれが最大 (つまりCが最大)





















がえられる｡ここで (Nl-N2)I- n1-7300ガウスとおくと, 以前ピロタイ トのxy面内
での磁性の実験的性質を要約した式に一致する｡ xy面内とxz面内での性質のちがいは定数










た｡まず鉄の要素的微結晶にもピロタイ ト結晶に似た性質 … ある磁化容易方向をもち外場0
























































応する T/0とZ/Ioとの関係が得られる｡ aが小さいときにはa-3Z/Zo であるからこれ
を上式に入れて,Curie-Weiss則
T/0-1-He/NZ




































この固体を "気体であると想像したときの圧力〝 pとは, p-MrTであるような量であった｡
擬似的な圧力という観念によって,単位体積あたりの分子数を表式のうちにとりこんだわけで
ある｡他方,任意の理想気体 (たとえば空気 )の,上と同じ温度での,標準圧力poのもとで
















で与えられる｡644) ところで Cは磁化率が k(0)-1/N となる温度である645)からCND-0






















649)と述べているo Weissも Langevin と同じく, Bo.ltzmann因子の指数の分母 rTを
温度一般としてではなく,自由度2の回転運動のエネルギーとして理解していたのである｡
さらにWeissは,磁気的性質の研究から得られた上記の鉄の諸状態に関する知見を,Osm-


















(付記 ) この報告は,筆者のうちの一人 (勝木 )が文部省科学研究費補助金(1981-83年度
一般研究C)の交付をうけておこなっている研究に,主としてもとづいている｡




たリス トに基いてつくったものである｡ただし,それぞれの年に発表 された論文 の順序 を
Perrierのものとは若干変え,また Perrin･421)のあげた論文 リス トとも比較して (論文番号
の前に*をっけたものは Perrin･による紹介記事にも採録されている)若干の論文の終 りの頁
をPerrin によって補足した｡ ㊥および㊧に相当すると推定される論文がPhys.Z.に掲載 さ
れていたので,㊨ ,㊨ の掲載雑誌として Phys.Z.をっけ加えておいた｡Perrierによるリ
ス トの中には頁をかいていないものが若干あったが,われわれ自身でたしかめえたものは頁を
書きこんでおいた｡頁の分らぬものはそのままにしてある｡ リス トの最後のB-1-B-4は
Perrin による記事,C-1-C-3はPerrierによる記事にもとづいている.なお, リス ト
中の論文㊤ は実はWeissの論文ではない｡ Perrierが誤 って採録 したのである｡(註
526を見よ｡)
Perrierが Weissの追悼記事を書いたのは第2次世界大戦のさなか,1941年であった｡
Perrierのまとめた Weissの論文 リス トについて,Perrier自身,コミュニケーションの
困難さのゆえに必要なすべての情報源に達することができず,そのため,おそらくいくつかの
文献が,特に最後の数年間においては,このリス トから欠落しているだろう,とことわってい

















































































































































































































































































416)この一文は 『物性研究』51No.1(1978年 10月 ),No.5(1979年 2月 ),55 No.1













agn㌫ique"∫.dePhys｡6661-690(1907). この論文は1907年 4月 4日, フラ
ンス物理学会で講演 されたものである｡なお,本文で ｢分子場 (とくく 磁区 " )｣ という
書き方をしたのは,のちに本文で示すように,この論文における Weissの く'磁区 ガ姓,
現在の Weiss理論において想定されている磁区とは臭っているからである｡
423)小川和成訳,P.Weiss ｢分子場の仮説 と強磁性的性質｣, 『磁性』 (物理学史研究
刊行会編,物理学古典論文叢書 12,東海大学出版会, 1970)143-173頁｡
424)第83回 ドイツ自然科学者 ･医師大会 (83VersammlungdeutscherNaturfors-
cherundArzte)は1911年9月 24日から30日まで Karlsruheで開かれた｡ こ
の大会の簡単な記事が,Phys.Zeits.12No.22/23 (1911年 11月 15日発行 )929
-930頁に載 ってお り,また931-1048頁には,この大会で読まれた報告中34篇が掲載 さ
れている(Weissの報告 も載っている)0Weissは9月 25日月曜日午後のセ ッシ ョ






性と電子論｣;P.Weiss ｢分子場の仮説と強磁性的性質｣,いずれも 『磁性』 (註 423
参照 )所載, 1-94頁,95-142頁, 143-173頁｡
427)Weiss の名前は,多くの文献ではただ Pierreとのみ書かれている｡ Perrier の

























431)これらの人々のうち,生年を書いてある人々については,たと え ば 『理化学辞典』 (第
2版,岩波書店,1953)を参照せよ｡ Aim占cotton(ェ-メ, コットン)は磁気複屈
折の現象の発見者 (『理化学辞典』による)｡フランスのサイク ロ トロン実験所の所長に
もなったらしい｡ 『キュリー 家の人々(と放射能)』(杉捷夫 訳 , 岩波新書,1964;原
/
書の発行は1963)を書いた フ ラ ンス婦 人同盟会長･国際民主婦人 連 合会長の Eugenie
Cotton(ウ-ジェ ニ イ ･コ ッ トン )は かれの婦人である(杉捷夫の｢あとがき｣による)0









434) 『キュリー 家の人々』 (註431参照 )32頁;キュリー 夫人著 ･渡辺慧訳 『ピェル ･キ






436) C.E.Guillaume, く Recherchessurlesaciersaunickel.Dilatationaux
temp占ratures占lectrique"Compt.Rend.125235-238(1897).
437) 『ピェル･キュリー 伝』 (註434参照 )99頁 ;エーヴ･キュリー 著,川口篤 ･河盛好
蔵 ･杉捷夫 ･本田喜代治訳 『キュリー 夫人伝』 (第4版,白水社 1968(7刷 1974))108,
109, 129, 130, 131, 134, 135頁｡ Marie が Pierreと知 り合うのも,工業
振興 (勘 会から鋼の研究を委嘱された Marie が, 1894年に知己のポーランド人物理
学者,フライブルク大学コヴァルスキー教授のパ リ訪問 ･滞在の機会に,かれに近況報告
をしたことがきっかけで,Marie の研究の親切な相談相手として, コヴァルスキーが
Pierre を紹介 してくれたからであった(108頁 )0 MarieCurieの論文は 『国家産
業奨励協会 (国家工業振興 (鞠 会?)報』 1898年に掲載されているらしい｡ (R.リー ド
著,木村絹子訳, 『キュリー 夫人の素顔』上 (共立出版, 1975)110-111頁および289
頁第 7章註 3)
438)Eug占nieCottonは 『キュリー 家の人々』 (註 431参照 )の中で,女高師の学生であ









Curie は1900年 10月セ-ゲルの女子高等師範学校の講師となり(52頁 ), 1906年,
Pierreの死後,ソルボンヌのどェ-ルの講座をひきっぐ(89頁 )まで,そこに在職 し
た｡ウ-ジェニイはそのときのマ リー の教え子である(クージェニイの入学は1901年 と





































441)註430でふれたように Perrierのもの419)には, ｢1902年 に物理学教授有次格者｣
とある｡1902年は Weissが Zirich工科大学の教授となった年なので, Perrierが
両者を混同したのかも知れない｡














447)Weissのピロタイ トの研究の時期について, Perrin421)はただ ｢(1896-1905) と
のみ書き,Foex420)は ｢1897年頃Renneで始められたピロタイ トの研究は Lyonで継
続 され, 1905年 Zirichで終了した｣と書いている(116頁 )｡ ピロタイ トの研究
が Weissを分子場概念の導入-と導いたので,ピロタイト研究の過程でWeissの考え方
がどのように展開して行くかを具体的に確かめることは,物理学史の問題 として,重頁で
ー 15 9 -
勝木 握,永井寛之,斎藤方成
興味深いものであるはずである｡しかし,まだきちんと研究されてはいない｡






が,第 19図の短軸方向の所 (横軸の900の所 )に対応する｡
453)論文㊧ (文献445)の受理の日付は1905月9月28日である(発行の日付は11月9日)0





































































domainは elementarycomplexに妥協 したような Elemetargruppeとよばれて
います｣として, (宮原自筆のものをコピーで以下に示すが )茅の ｢強磁性体論｣講義の
目次が送られてきた｡ (宮原の手紙の日付は10月24日になっている｡ 1976年のことだ
ったと思う｡ )
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2.久雄 移 作.敬
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い日のなにかがあると思 うので,ノー ト自体は物理学会が保存 してくれればありがたいが,
手もとにコピーがあればよいと思う｣との手紙があって,9月13日,勝木は講義ノー ト
を受取った｡








































たものは ｢第2回磁気分科会｣と称せられ,以後 ｢第3回磁気分科会｣が1947年 11月1
-2日, ｢第4回磁気分科会｣が1948年4月 10-11日に,いずれも東大で開かれてい
る｡(『日本物理学会誌』 1記26(1946),2 116(1947),5 37-40,112-113
(1948))
なお,上記 ｢第2回磁気研究会｣(1946年11月 )に相当すると思われる研究会の,過
知先 リス トに関する記事が,1936年に始まった ｢磁気研究会｣の記録のノー トの末尾に,
広根のものと思われる筆跡で,書かれている｡




461)この話は宮原の ｢本多先生との出会い｣ 『科学サロン』 (東海大学出版会 ･PR誌 )2
No.1 6-7(1978)には書かれていない｡
462)読み易いように,できるだけふつうの漢字かなまじり文に書きなおした｡もとのノート




























この講演とほぼ時代があう｡ KamerlinghOnnesの所長就任は 1913年の約 10年前
(1903?1904?1905?)だとすると,かれは研究所創設と同時に所長になったのでは
ないらしい｡
472)中村誠太郎 ･小沼通二編 『ノーベル賞講演 物理学』第2分冊 1908-1914(講談社,







474) 『理化学辞典』第2版 (岩波書店, 1953)｢デューア｣の項,および文献472の中の
167-170頁の ｢Kamerlingh Onnesの経歴｣(中嶋貞雄の責任でまとめたもの475))
中168貢 16行目,による｡
475)文献472, ｢編者あとがき｣(198-199頁 ),199頁 ト 5行参照｡














480)文献479,119頁3-8行｡ なお,本書の訳者は ｢訳者あとがき｣で ｢原著には索引が
つけられているが,訳書では割愛 した｣と述べている(321頁1行目)｡このようなこと
が,科学者の伝記 ･評伝の翻訳のさいに,わが国ではよくある｡ たとえば,A.ローゼン
フェルド著,兵藤申一 ･兵藤雅子訳 『ラングミュア伝』 (アグネ, 1978)でも ｢訳者あ









ないし,あるいは,周到な年表や論文 リス トの作成のような仕事を学問的業績 とは認めな
いような,移植科学の風土の上に育った,日本人科学者の通弊的偏見によるものであるか
も知れない｡論文 リス トや索引を省略されることによって, ｢学術的著作 としての伝記｣
は,学術書としての性格 もしくは有用性を失い,あるいは減退せしめられ,単なる緑蔭の
読み物 となる｡ 机に向かってメモを取 りながら読むべき書物が,木蔭の安楽椅子に身を横
たえて流 し読みされるだけのものにおとしめられる｡
出版社はその販売政策からして,あまりく不必要 "かさばらない読み物を作 りたがるで
あろう｡読み物 として く不必要"にみえようとも,学術書としては,索引や論文 リストは
必須のものである｡学術書として読みたい者は原書を読め,というつもりがあるかも知れ
ぬ｡ しかし,学術書の訳本は,訳本 もまた学術書であるべきである｡学術書の機能を保持





宣 ･木村東作 ･八木江里著 『長岡半太郎伝』 (朝日新聞社, 1973)がある｡あるとき,
勝木はある人から, 『科学文化史年表』 (湯浅光朝編著,中央公論社,1950 )の日本近










係にあったのである｡つづけて KamerlinghOnnesは, Oosterhuis との共同研究
でこのずれのうちのある種のものが負の符号をもっ Weis'Sの分子場を仮定することで説









年10月,pp.37-61)の註 137, 138,および,Ⅳ(ibid.35No.1,1980年 10月,pp.
ト24)の註 150-164を参照のこと｡







487)PaulLangevin とJeanPerrinは Weissと Curieとの共通の親友であった4.88)
また, Weissの親友 Aime'cotton の妻 Eug占nieは,MarieCurieの女高師時
代の学生であり,学生時代 (1903年 )に Curie家を何度も訪れており,PierreCu-
rieの磁気研究に大きな感銘をうける｡ Eug昌nieの同級生 AnnaCartanも Eug占n-
′
ieに同行 して Curie家を訪れたことがあるが,Annaは Weissの親友 ElieCar-
′
tanの妹であった｡のちに,Weissの息女 Nicoleが結婚するのは, Elie の息女
Henriである｡ (註438参照 )
488)Langevin と Perrinが Weissのパ リ高等師範学校時代の親友であったことについ
ては本文参照｡Curieの親友であったことについては 『ピェル ･キュリー 伝』 (註 434
参照 )89-90頁｡
489)このようなやさしさの人格化の典型が PierreCurieであった｡ 『ピェル･キュリー


















よび Bohr磁子 pB- 0･927×10-20erg/gauss,アボガドロ数N-6･03×1023を用い
てグラム原子あたりの飽和磁化を算出してみると3.35×103,9.49×103,12.29×103
となって, Weissの与えた値とほぼ一致する｡マグネタイ トに対 しては, 3原子あたり
4pBとして計算すると7･45×103がえられて,これも Weissの与えた値に近い｡
























500)勝木渥 ｢曾祢武の歩み｣(前 ･中 ･後編 )『物性研究』29No.1,ト 19(1977年10


















られ,したがって〟-√う元 耳 である｡ 令 この系の原子磁石がq個ずつ固く結合 して,
磁気モーメントM-qp′の分子磁石をっくるとすれば,そのときの Curie定数は C-









510)おそらく MaxAbraham (1875-1922)であろう｡ MaxAbraham はドイツの理論
物理学者で,電磁気学の泰斗であった｡ (『理化学辞典』第 2版 (岩波書店, 1953)｢ア
ブラハム｣の項を参照した｡ )
511)Abrahamは言葉で ｢磁子のモーメントを作用量子と電子の比電荷との積として計算 し














































521)William FrancisGiauque(1895- )はアメリカの物理化学者で, 1926年に
Debye とは独立に,常磁性塩類を消磁することによって低温が得られることを提唱した｡
1949年ノーベル化学賞受賞｡ ( 『理化学辞典』第2版 (岩波書店,1953)｢ジオーク｣
の項を参照した｡ )

























524)田中克彦 『ことばと国家』 (岩波新書, 1981)pp.121-1280
525)FoさⅩ はWeissとともに Zirichから Strasbourg-赴任 したらしいoFot'Xは,
Weissの Zirich時代の1911年の論文⑲の共著者であり, Strasbourg時代の1928
年の論文⑪および1926年の著書くLeMagnitisme"症 ) の共著者であるo Weiss
の両時代にわたっての共著者は Fog'Ⅹ以外にはいない｡ Fo'6Ⅹは Weissと共に Str-
asbourgに移 り,Weissの傍にあって,その研究所創設の過程をっぶさに見たのであ
ろう｡
526)論文㊤ は Perrier419)の記事によって採録 しておいたが, WeissとKunzとの共著
論文ではなく Kunz 単独のものである｡1932年 12月のアメリカ物理学会での Kunz
の講演で, く Theproblem oftheintrinsicmagneticfieldbyP.Weiss.Ja-
kobKunz,･."とあるのを,表題の最後の語句くbyP.Weiss"中の Weissを,
Perrierが著者の一人と読みちがえたものと思われる｡
527)村用架 (論文紹介 )くG.Urdain,P･WeissetF.Trombe:Un nouveaum-
dtalferromagne'tique,legadolinium.C.R.Paris,200,(1935),p.2132"














530) 『ピェ ル ･キュリー 伝』 (註434参照 )ll-14,17-18,24-26,38,68,145-
146頁;『キュリー 夫人伝』 (註437参照 )110-111, 157,181,204-205頁;中村
誠太郎 ･小沼通二編 『ノーベル賞講演物理学』第 1分冊 190ト 1907(講談社,1979)126-
128頁の ｢P.キュリー の経歴｣(清水栄の責任でまとめたもの)を参照した｡
『ピェル ･キュリー 伝』では ｢大学の物理学科を卒業したのは17才のとき｣(25頁 )
とあり, 『キ1.リー 夫人伝』では ｢18才で理学士になった｣(110頁 )とあり, ｢P｡キ
ュリー の経歴｣では ｢1878年に物理学修了試験に合格｣(126頁)とあるが, 本文は 『ピ
エル ･キュリー 伝』に拠った｡
531) 『ピエル ･キュリー 伝』35-37,46-54,56-57,234頁; 『キュリー 夫人伝』110























































































566)中島健蔵 『昭和時代』 (岩波新書, 1957)0
567)Langevin く Magngtism etthgoriedesglectrons"Ann.Chem.etPhys.I
570(1905),邦訳 文献426｡
paulLangevinは1872年 1月23日生まれ568)だから,Curie(1859生 ) より13
才,Weiss(1865生 )より7才年下である｡ 1946年 12月19日死去｡上記 ｢磁性と電
子論｣を書いたのは33才のときだった｡
568) 『理化学辞典』 (第 2版,岩波書店, 1953)｢ランジュヴァン｣の項による｡
569)J･J･Thomson く CathodeRays"Phil.Mag.44293-316(1897);遠藤真
二訳 ｢陰極線｣ 『電子』 (物理学史研究刊行会編,物理学古典論文叢書8,東海大学出版
会,1969)1-28頁｡
570)Zeeman効果についての Zeemanの報告は, 1896年 10月31日にアムステルダムの
ァヵデミ一に対してなされた5.71) また,翌年の Phil,Mag.にも発表された5072)
























































Ann･dePhys･や Compt.Rend.などの論文を示 し;種々の指示をしたから｡ 本多
がどこで仏語を学んだかは定かでないが,努力家の本多のことゆえ,大学卒業の直後か,




















るx面,y面,Z面を鏡映面としてもてば,成立っ ｡ しかし,x,γ, Z方向は空間に固
定されており,それに対していろいろな方向に向いた分子が一様に存在することを前提と
したから,この関係がすべての分子で成立っためには,分子は球対称でなくてはならない｡











面との交線から測って角度¢上の点 Z座標は{- Rsin¢cosOであるから㌘-R2蒜 雪す
cos20-R2cos20/2, (2-R2cos20/2-R2/6｡ 等方性の仮定から (2-㍗-72-






















































と与えてある｡それで1.5×10-20cZ47Eを計算 してみると約 170となって, 3.4×3-
10.2より1桁大きい｡ (これは,ローレンツのe/7nの値が,計算してみると,18.8×1017




れぞれ3倍半ほどに過大評価されているので,7nに対 してローレンツはほぼ正 しい値 7×
10~28グラムを得ている｡しかしこのようにローレンツが e/7nとe の値を過大評価 して
いると言うべきではないのかも知れない｡48頁の脚註でローレンツはe/7nを1.77×107
C､/47Eの形にかいたの払 電磁単位では1.77×107であることを示すため だと書いてあ

















































630)この釦 u - 2打tI.WヤJcososinOdO-JwJ cososinOdO)/4Wから得られるo こ
の式によれば,a - 0で磁化の中立状態から出発すれば,E<Ecでは磁化はあらわれず,
E-E にいたってはじめて磁化があらわれはじめることになる｡C
631) I- 2･2打Iw/21cososinOdO/加 よりJニ ーI/2 がえられる｡
632)JJ I/2十2･2･2打JoPIcosOsinOdO/4打- Iil-2(Ec/H)21/2･ただしcosp
-Ec/Hを用いた｡





一0)を得るが･0/N- FJ./3rであり, I.-M〟(Mは単位体積あたりの分子数 )を用●
いれば磁化率kに対する周知の表式 k-Mp2/3r(T-o)が得られる｡





637)本多光太郎 『磁気と物質』 (裳華房, 1917)254-255頁｡なお拙論Ⅳ(『物性研究』
55No.1,ト24(1980年 10月 )2頁および註 171(17-18頁 )も参照のこと｡
638)文献423,166頁｡















子量 ),♂- 1.286×10-3g/cm3 を用いて計算してみると,C-0.01633nが得られる｡







644)単位体積に関しては I-k'E - k(He+NZ)であり,単位質量に関しては I/D-x'Hee
= x(Ee十NZ)であるo C-xTであるからT/C-1/I- (1/x′)･((He十NZ)/HeIとな
るが,最後の式のZをZ-Dx'Heでおきかえれば,本文中の式がえられる｡
645)0はk'(0)の発散する温度である｡ したがって0- 1/k'(0)- 1/k(0)-Nであるから,
1/k(0)-N.
646)k(0)-Dx(o)- 1/N および 1/I(0)-0/Cより0-CND｡




648)T-820℃- 1093K, 0-756℃- 1029KであるからT-0-64K｡したがってC-
∬′r -513×1√6×64-0.0328-0.0164×2｡


































-HsinO-"Ml,炉 Mcosp,Ml-Msinァ,Hlff/EN-"i/"A- ta咋 ,Ec-"M
の関係から,a/Hc-kとおいて sinO- cosOta叩 十si叩 /kを得るo磁場の方向 0と
大きさhとを与えれば,この関係式をみたす方向甲に磁化Wがあらわれる｡磁化困難軸方
向に磁場Hをかけるとき,E<E (h<1)のときは 0- 7C/2とおいて, si咋 - k が第C
20図の点Bの方向を与えるoE>Ec(h>1)のときは 0-冗/2-∂とおけば, sinO-
cos∂-1,cosO- sin∂-∂であるから, 1-sin9,/A- ∂ta叩 となり,左辺>0で有
























































の発案と実現を Weissに負 うていると感謝 し, ｢Weissがこの本のために書いた序文
を感動なしに読み返すことは誰にもできないだろう｣と述べている｡ (これは註491-の
証である｡ )
662)Bohr の原子模型の論文 ｢原子および分子の構造について (第 i部)｣663)では Bohr
は角運動量の量子化から出発してはいない｡核から充分はなれた所にある電子は束縛状態
におちこんでゆく間にある振動数の光を放出するが,その光の振動数がおちこみ先の軌道























667)広重 ･西尾664)によれば,Bohrは博 子および分子の構造について (第≠部)｣(Phil.
Mag.26476-502(1913))において原子内電子の配置を扱ったが,第 Ⅰ部の結果にも
とづいて,原子の永久状態 (基底状態 )では各電子の角運動量がh/27Fに等しいという条
件を仮定した｡(文献664, 101頁右段,下から18-14行｡ )
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